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なぜ発達障害が注目されるのか

項  目 内  容
ASD・ADHDの認知度向上 メディアや教育現場を通じて発達障害の理解が広がった

SNS・インターネットの普及 当事者の体験談や解説情報に誰でも容易に触れられるようになった

生きづらさの説明として理解しやすい 人間関係や仕事上の困難を説明する概念として受け入れられやすい

周囲も納得しやすいラベル 本人だけでなく家族や職場も状況を理解しやすくなった

注目される背景 「個人の努力不足」ではなく「特性」として捉える考え方が広がった



「病気」とは何か



病気と障害の違い

項　目 病　気 障　害

基本的な考え方 身体や精神機能の異常状態 機能や能力の特性による困難

原因 感染・炎症・脳機能異常など 生まれつきの特性や機能の偏りなど

医療との関係 治療による改善を目指す 支援や環境調整が中心

状態の変化 回復や症状改善を期待する 特性自体は大きく変わらないことが多い

困難が生じる場面 病気そのものによる苦痛 社会や環境との相互作用で生じる

具体例 肺炎、糖尿病、うつ病 発達障害、知的障害、身体障害

社会の役割 適切な治療を提供する 支援と合理的配慮を提供する



障害者基本法（昭和45年法律第84号）

（定義）
第二条 この法律において「障害者」とは、身体障害、知的障害、
精神障害（発達障害を含む）その他の心身の機能の障害がある者で
あって、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に
相当な制限を受ける状態にあるものをいう。
（基本的理念）
第三条 すべて障害者は、個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳に

ふさわしい処遇を保障される権利を有するものとする。
２ すべて障害者は、社会を構成する一員として社会、経済、文化

その他あらゆる分野の活動に参加する機会を与えられるものとする。

初めは、心身障害者対策基本法



発達障害は病気か



なぜ何でも発達障害と言われるのか

事例　　　忘れ物が多い会社員 事例　　　空気が読めない医師 事例　　　こだわりの強い研究者
30歳男性。仕事は優秀 会議で思ったことを率直に発言する医師 毎日同じ時間に出勤し、
人間関係も良好、業務評価も高い ・遠回しな表現が苦手 机の配置も厳密に決めている
日常生活に大きな支障はない ・日場の雰囲気を読まない発言がある ・予定変更は苦手

締切は守れる ・同僚と摩擦が生じる ・研究能力は極めて高い
・スマートフォンや財布をよく忘れる しかし、 ・社会生活は維持できている

周囲から ・患者対応は良好 このような「強いこだわり」は

「発達障害じゃないの?」 ・家庭生活も安定 専門職では

と言われることがある ・学生時代から大きな問題なし 　　むしろ⾧所として働くこともある

生活機能に大きな障害は認められず、 　この場合も、
単なる性格傾向や注意不足の範囲? 　「変わった人」と「ASD」は同じではない



診断には「困りごと」が必要

① 　特性だけでは診断できない
忘れ物が多い、空気が読めない、こだわりが強いなどの特徴は、誰にでもあります

診断で重要なのは、その特性が生活上の支障を生んでいるかです

② 　学校や職場で著しい支障がある
遅刻・忘れ物・対人トラブル・作業の偏りなどにより、

　　学業や仕事の継続が難しくなる場合、診断を検討します

③ 　人間関係の困難が続いている
一時的ではなく、幼少期から集団生活や対人関係で繰り返し困難がみられることが重要

④ 　発達歴との整合性
大人になって急に出てきた症状だけではなく、

　子どもの頃からの行動特徴、学校生活、家庭での様子を確認します



犯罪があると発達障害なのか

40代男性が自宅に放火し家族を死亡させた 犯罪の原因は一つではない
学業成績は極めて優秀 ●犯罪行動には
社会的地位も高かった 精神障害・発達障害特性
対人関係の不器用さが指摘されていた 性格傾向・家庭環境・経済状況
一部で発達障害との関連が報道された ストレス
しかし、家族関係の問題・性格傾向 飲酒や薬物
ストレスへの対処能力・価値観や人生観 被害体験

 など様々な要因が重なっていたと考えられる  など複数の要因が関与する

発達障害者にも犯罪者は存在する しかし大多数は犯罪を行わない
発達障害＝犯罪者ではない 発達障害＝危険人物でもない



「障害があるから仕方ない」の危険

①  責任の問題が曖昧になる
障害を理由にすると、行為に対する責任の所在が不明確になり、公平な評価が難しくなる

②  本人の努力を軽視する
「障害だからできない」と決めつけることは、本人の努力や成⾧の可能性を否定してしまう

③  支援と免責が混同される
必要な支援を行うことと、問題行動の責任を免除することは全く異なる考え方

④  偏見を強める可能性
問題行動を障害だけで説明すると、発達障害への誤解や差別、偏見を助⾧するおそれ



司法精神医学からみた発達障害

 違法性の理解は保たれることが多い  問題になるのは行動制御能力  個別評価が必要
発達障害があっても、多くの場合、 ASDやADHDの特性により、 同じASDでも、犯行への影響は人によって異なる
●やってはいけないことだと分かる ●衝動性　　　　●こだわり ●計画性はあったか

●捕まる可能性を理解している ●視野の狭さ　 ●感情調整の苦手さ ●違法性を理解していたか

●人に見られないようにする ●対人理解の偏り ●代替行動を選べたか

●証拠を隠そうとする が犯行に影響することがある。ただし、それが ●犯行後に隠蔽や逃避があったか

　　　など、違法性の理解や 責任能力を著しく低下させたかは、慎重に判断する ●妄想や幻覚は関与していたか

　　　　　自己防御的行動は保たれている 　　　　　　　　　　　を総合的に評価する



本当に大切な視点
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